
































Discourse Analysis about Security and Risks in “Guidelines for Nursery  




































現行指針は全 5 章からなる。そのうち抽出語が含まれるのは「第 1 章総則」、「第 2 章保育の内容」、































































































「第 2 章保育の内容」は発達過程区分によって 3 節に分けられている。第 1 節の乳児保育では、
保育のねらいについて身体的発達（1 歳以上における健康領域）、社会的発達（1 歳以上における人
間関係・言葉領域）、精神的発達（1 歳以上における環境・表現領域）の 3 つの視点が示されている。
⑨、⑫、⑮の記述は、身体的発達の視点・健康領域において「自ら健康で安全な生活をつくり出す
力を養う」ことを目指すことを示している。第 1 節の乳児保育では午睡時の安全な環境に言及してい




























































































































































































i i 厚生労働省編『保育所保育指針解説』フレーベル館、2018 年の「はじめに」。
i i i 楠本恭之「幼稚園教育における『安全／危機』に関する言説の分析」『比治山大学・比治山大学












vii 註 3 掲出論文、p. 175。
